
（注記） 劣化度は令和２年調査による。
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築年数

■３　利用運営状況

室名

No

7

8

71.5%

52.2%

24.5%

84,70810,717 7,254

1,209 864

1,133 591

15,166

8,800

86.2%

職員数

1,209 296

卓球場

6,955

21,816 ー

柔道場

大会議室

競技場

主な利用者・団体

稼働率利用人数

ミズノグループ（美津濃株式会社、ミズノスポーツサービス株式会社）　常勤職員3名、非常勤職員11名でローテーション勤務

□

■

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和２年度）

室名 可能コマ数 利用コマ数

9

10

市民等・市内スポーツ団体等

303日 定休日 運営時間
年末年始・点検

（１日） 9時から2１時年間運営日数

2体育館 40年 4,781.60㎡

構造

RC

劣化度

避難所指定

市所有

中分類

小分類

財産関係

スポーツ施設

スポーツ施設

剣道場

6

■２　建物設置状況

建築年度

■１　施設概要

施設名 市民総合体育館 建築面積

大分類 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系 延床面積

所在地 大阪府富田林市美山台4－1 敷地面積

所管部署

13,225.67㎡

3,268.04㎡

4,781.60㎡

53.26

指定有り

備考

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

階数
(地上)(地下)

0

耐震性

旧耐震（補強済）

劣化度

53.26

生涯学習課生涯学習部

制限事項

令和元（2019）年9月策定・令和５（2023）年3月改訂
令和元（2019）年⇒令和5（2023）年

富田林市個別施設計画 市民総合体育館



備考

課題及び考慮する点

市民の体育及びスポーツの振興を図るとともに、青少年の健全育成並びに市民生活の向上に寄与する。

維持

他用途の受け入れや広域連携の検討

貸館・集会の機能統合や長寿命化及びバリアフリー化の検討

利用者等の意向把握

スポーツ関係団体との意見交換会やアンケート、ウェブサイトへのお問い合わせ、指定管理者のお客様相談センターから意見収集を行い、それらの内容を分析し、
より効果効率的な施設運営につなげます。

現在、アリーナ２階席は、車椅子にて観覧ができないことから、車椅子専用の観覧スペースの確保、２階会議室や柔・剣道場への車椅子利用者のためのスロープ
の設置、多目的トイレを２階に設置することなども課題となっており、バリアフリー改修についても、利用者等の意見も把握しながら効果的な投資をする必要がありま
す。また、平成21年度に防水工事を行いましたが、令和３年5月に柔道場の屋根からの雨漏りがあり、指定管理者により応急修理により対応いたしましたが、施設
の長寿命化に向けて早期に防水工事の施工の必要があります。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

市として指定管理者に求めております「市民総合体育館稼働率の増の達成方策について、指定管理者と協議を進めておりましたが、令和2年3月からの新型コロナ
ウイルス感染症の拡大により施設の休館など影響により、稼働率の減少となっています。コロナ禍においての稼働率の増加に向けて、指定管理者と協議を進めな
がら、稼働率向上のための各種大会等の開催や空き時間・スペースを新たな自主事業の実施や施設利用促進のための宣伝活動を実施など積極的な利用促進
活動等に努めます。。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における機能方針としては、維持としていることから、稼働率の低い施設について、指定管理者との連携
によるスポーツ団体等への支援活動や団体間の連携による交流を促進し、稼働率向上を図ります。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持



58 30

整備費用概算
（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和元年度
2019年度

令和2年度
2020年度

令和3年度
2021年度

令和4年度
2022年度

令和5年度
2023年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考 ※設備の更新等については、適時対応するものとします。

屋上防水 エレベーター設置

88RC 41年 19年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした適切な維持
管理を実施することで、施設の長寿命化を進めます。
なお、課題として掲げているバリアフリー化についての整備の検討を行います。

施設整備計画

利便性向上
体育館 S55 60年

令和５年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。


